資料１

大阪府のホームページについて　　　　　　　　　　　　　
１．大阪府のホームページの現状について
(1) ホームページのアクセス件数等

○H8.6.14　大阪府ホームページ　オープン　日本語版・英語版

○これまでのトップページのリニューアル：H13.6、H15.6、H18.4

○過去5年間のトップページ年度別アクセス件数（月平均）

平成16年度　約27万件/月 

平成17年度　約32万件/月

平成18年度　約36万件/月 

平成19年度　約41万件/月 

平成20年度　約52万件/月

○橋下知事就任後の、知事関連ページのアクセス数増

(2) ユニバーサルデザインの推進

○「ホームページ作成ガイドライン」策定（H13.6）→改定版：JISに準拠（H17.3）

○全部局への取組（各室課でのページ修正の促進）

・新規作成時及び更新時に対応状況の自主点検（様式を設定。庁内HPで周知）

・主要3項目(文書ﾀｲﾄﾙ付与､画像の代替ﾃｷｽﾄ付与､機種依存文字未使用)100％維持

(3)　セキュリティの強化

○H19.4.23に不正アクセスを受け、約2週間サービスを限定
・セキュリティ上の課題を含め、府民利用の課題についても解決するため、新たにＷＥＢサイト管理システムを導入（平成21年8月5日改訂）
○セキュリティ上の課題と改善策
　　・外部からアタックされやすい⇒改ざん検知機能、監視強化等

・システムメンテナンスの際は、最低限の内容公表となる⇒二重化構成

　・個人情報の漏洩の事件があった⇒第三者の確認を必須とする
○府民利用の課題と改善策
　　・デザインに統一感がなく、ユニバーサルデザインに対応していないページがある

⇒共通のテンプレート利用、アクセシビリティを自動検知機能搭載
　　・求める情報が検索しにくい

⇒複数の検索、関連情報リンク、リンク切れ防止機能等

　　・レスポンスが遅い⇒サーバ機器等の増強
２．リニューアル後のホームページの現状について

(1)食の安全安心ホームページについて
・平成14年11月に庁内横断的な組織として「大阪府食の安全安心推進委員会」を設置し、食に関わる情報の共有化を図ることで、一元的な情報の公表を行ってきた。
　・ＷＥＢ管理システムの変更により、所属毎の構成になり、従前のようなリンク集としての発信方法ができない。

　・情報はカテゴリー別に発信することが基本となる。
(2)一元的な情報提供への課題

　・カテゴリーを追加し、食の情報を集約

　　＜くらし・環境＞

食の安全安心／食生活／消費生活／食品流通

　・新着情報の掲載は、各所属ページにて掲載
　　食の安全安心メールマガジンで、新着情報の発信に努める

(3)府民にわかりやすいページの作成

　・ページ構成等、見直しに努める。

